
人
事

寄
贈

5
月
の
予
定

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
急
拡
大
に
よ
り
国
は
4

月
7
日
、
7
都
府
県
を
対
象

に
緊
急
事
態
宣
言
を
発
令
し

た
。
感
染
は
全
国
的
に
広
が

り
、
対
象
地
域
以
外
の
自
治

体
で
も
緊
急
事
態
に
準
じ
た

態
勢
を
取
る
な
ど
戦
後
最
大

の
危
機
を
迎
え
た
。〝
コ
ロ

ナ
と
の
戦
争
〟
の
最
前
線
に

あ
る
済
生
会
の
病
院
で
は
、

全
職
員
が
感
染
へ
の
恐
怖
と

隣
り
合
い
な
が
ら
不
休
で
業

務
を
続
け
て
い
る
。

　

各
病
院
で
は
、
作
成
し
た

感
染
症
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
全
職

員
に
徹
底
。
入
院
患
者
の
面

会
を
全
面
禁
止
に
し
、
外
来

患
者
の
入
り
口
に
職
員
を
配

置
し
て
発
熱
ト
リ
ア
ー
ジ
を

実
施
し
た
う
え
発
熱
患
者
専

用
の
動
線
を
設
け
て
い
る
。

職
員
は
出
勤
時
に
体
温
を
測

定
し
て
結
果
を
所
属
長
に
報

告
。
院
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

活
動
も
中
止
で
、
日
常
の
業

務
量
も
飛
躍
的
に
増
大
し
て

い
る
。

　

各
福
祉
施
設
で
は
、
入
居

者
・
利
用
者
を
守
る
た
め

様
々
な
工
夫
を
凝
ら
し
て
対

応
し
て
い
る
が
、
こ
ち
ら
で

も
各
職
員
の
業
務
量
は
格
段

に
増
加
し
て
い
る
。

　

本
部
事
務
局
に
設
置
さ
れ

た
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

緊
急
対
策
本
部
」（
本
部
長
・

炭
谷
茂
理
事
長
）
の
ま
と
め

で
は
、
4
月
10
日
現
在
、
全

国
82
病
院
の
う
ち
47
病
院

で
感
染
が
疑
わ
れ
る
患
者

２
６
８
人
を
診
察
。
11
病
院

で
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
陽
性
患
者

33
人
を
受
け
入
れ
た
。
こ
の

う
ち
11
人
は
退
院
、
9
人
が

感
染
症
指
定
病
院
に
転
院
、

13
人
が
入
院
し
て
い
る
。

　
〈
大
阪
〉
中
津
病
院
で
は
、

高
熱
の
た
め
救
急
を
受
診
し

た
70
代
女
性
に
肺
炎
の
所
見

が
あ
っ
た
。
渡
航
歴
な
ど
は

な
か
っ
た
が
、
担
当
医
師
は

感
染
を
疑
い
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を

実
施
。
陰
性
と
な
っ
た
も
の

の
医
師
は
「
疑
い
は
濃
厚
」

と
判
断
し
、
陰
圧
室
で
の
入

院
を
継
続
し
、
翌
日
、
再
検

査
を
依
頼
し
た
と
こ
ろ
陽
性

と
判
明
。
感
染
症
指
定
病
院

に
転
送
で
き
た
。

　

済
生
会
の
感
染
症
病
床
は

合
計
38
床
だ
が
、
こ
れ
以
外

に
中
等
・
軽
症
の
患
者
に
対

応
し
た
病
床
を
確
保
す
る
よ

う
多
く
の
病
院
が
自
治
体
か

ら
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
方
式

の
接
触
者
外
来
設
置
を
要
請

さ
れ
、
職
員
駐
車
場
に
仮
設

テ
ン
ト
を
設
営
し
た
病
院
も

あ
る
。

　

福
祉
施
設
で
も
様
々
な
感

染
防
止
策
を
実
施
。〈
山
形
〉

特
養
な
が
ま
ち
荘
で
は
、
家

族
で
も
入
居
者
と
の
面
会
を

禁
止
。
画
像
通
信Skype

を
設
置
し
、
入
居
者
と
各
家

族
を
つ
な
い
だ
。
設
備
の
な

い
家
族
に
は
施
設
に
出
向
い

て
も
ら
い
、
別
室
か
ら
居
室

と
結
ん
だ
。

　

全
国
的
に
感
染
症
対
策
の

医
療
物
資
が
枯
渇
し
て
い

る
。
こ
の
た
め
対
策
本
部

は
、
主
要
取
引
銀
行
の
三
井

住
友
銀
行
か
ら
取
引
先
の
サ

ー
ジ
カ
ル
マ
ス
ク
製
造
の
Ｎ

Ｓ
Ｔ
社
の
紹
介
を
受
け
、
支

部
・
施
設
に
医
療
用
マ
ス
ク

の
購
入
希
望
を
募
っ
た
。
4

月
9
日
現
在
、
46
の
支
部
・

施
設
か
ら
計
25
万
枚
の
希
望

が
寄
せ
ら
れ
た
。（

広
報
室
）
　

平
成
30
年
4
月
に
済
生
会

の
運
営
と
な
っ
た
〈
滋
賀
〉

守
山
市
民
病
院
に
、
4
月
1

日
、
新
館
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　

鉄
骨
造
4
階
建
て
延
べ
床

面
積
約
3
6
0
0
㎡
。
1
階

が
健
診
セ
ン
タ
ー
、
内
視
鏡

セ
ン
タ
ー
、
1
3
0
人
を
収

容
で
き
る
「
く
す
の
木
ホ
ー

ル
」。
2
階
は
回
復
期
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
。
3

階
に
は
県
内
初
導
入
の
歩
行

練
習
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
「
ウ
ェ

ル
ウ
ォ
ー
ク
」
や
、
40
メ
ー

ト
ル
ト
ラ
ッ
ク
、
安
全
懸
垂

装
置
な
ど
最
先
端
の
設
備
を

設
置
し
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー
が
入
る
。
4

階
の
渡
り
廊
下
で
本
館
と
つ

な
が
っ
て
い
る
。

　

同
院
は
済
生
会
に
移
管
後
、

一
般
急
性
期
医
療
も
継
続
し

な
が
ら
、
隣
の
栗
東
市
に
あ

る
済
生
会
滋
賀
県
病
院
が
高

度
救
急
・
急
性
期
機
能
を
、

そ
の
後
の
治
療
や
リ
ハ
ビ
リ

診
療
を
守
山
市
民
病
院
が
担

う
機
能
分
化
を
進
め
て
き
た
。

昨
年
12
月
に
は
47
床
の
回
復

期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病

棟
の
運
営
を
開
始
し
、
令
和

3
年
度
初
め
に
は
1
0
0
床

ま
で
増
床
す
る
予
定
。
地
域

の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
質
の

　
北
海
道
済
生
会

西
小
樽
病
院
み
ど
り
の
里

施
設
長

新
任　

堤　

裕
幸　

4
・
1

退
任　

工
藤　

亨　

3
・
31

　
山
形
県
済
生
会

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
山
静

寿
施
設
長

養
護
（
盲
）
老
人
ホ
ー
ム
山

静
寿
施
設
長

新
任　

月
澤
浩
一　

4
・
1

退
任　

武
田
吉
美　

3
・
31

（
2
面
へ
つ
づ
く
）

26
日
＝
施
設
運
営
委
員
会

（
本
部
、
開
催
方
式
は
未
定
）

　
栃
木
県
済
生
会

福
田
和
子
殿

１０００



万
円

（
宇
都
宮
病
院
へ
）

　
埼
玉
県
済
生
会

株
式
会
社　

協
和
歯
車
製
作

所
殿　
　
　
　

5
0
0
万
円

（
川
口
総
合
病
院
へ
）

　
大
阪
府
済
生
会

杉
立
恭
平
殿　

2
9
1
万
円

（
中
津
病
院
へ
）

吉
栖
美
佐
子
殿　
　

53
万
円

（
大
阪
乳
児
院
へ
）

　
鳥
取
県
済
生
会

河
内
哲
夫
殿　

ス
モ
ー
ル
チ
ェ
ン
ジ
ラ
グ
ー

ナ
10
台
・
ポ
ケ
ッ
トSP02

モ
ニ
タ
1
式
（
１
６
０
万
円

相
当
）

（
境
港
総
合
病
院
へ
）

病
院
・
施
設
は〝
綱
渡
り
〟

緊
張
の
連
続
と
蓄
積
す
る
疲
労

　

近
年
、
医
療
機
関
へ
の
サ

イ
バ
ー
攻
撃
が
増
加
し
て
い

る
こ
と
を
受
け
、
本
部
は
被

害
に
備
え
る
た
め
、
4
月
に

従
来
の
個
人
情
報
保
護
保
険

か
ら
全
支
部
・
施
設
を
対
象

と
し
た
「
サ
イ
バ
ー
リ
ス
ク

保
険
」
に
切
り
替
え
た
。

　

同
保
険
は
、
サ
イ
バ
ー
攻

撃
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
た

際
の
原
因
調
査
、
シ
ス
テ
ム

復
旧
・
修
理
、
再
発
防
止
の

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
費
用

が
補
償
さ
れ
る
。
保
険
料
は

本
部
が
支
払
う
た
め
、
支

部
・
施
設
の
負
担
は
な
い
。

　

サ
イ
バ
ー
攻
撃
で
は
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
や
医
療
情
報
シ

ス
テ
ム
の
停
止
、
情
報
漏
え

い
、
デ
ー
タ
の
損
壊
な
ど

様
々
な
被
害
が
懸
念
さ
れ
る
。

近
年
、
国
内
で
の
医
療
機
関

で
も
ラ
ン
サ
ム
ウ
ェ
ア
と
呼

ば
れ
る
サ
イ
バ
ー
攻
撃
を
受

け
た
事
例
が
報
告
さ
れ
、
情

報
化
推
進
委
員
会
で
対
応
を

協
議
、
リ
ス
ク
へ
の
備
え
を

強
化
す
る
た
め
保
険
切
り
替

え
を
決
め
た
。

　

サ
イ
バ
ー
リ
ス
ク
保
険
の

内
容
や
請
求
方
法
な
ど
は
4

月
9
日
に
本
部
か
ら
全
支
部

に
通
知
し
て
い
る
。

（
情
報
管
理
課
）

　

特
養
な
ど
で
働
く
介
護
職

員
の
確
保
に
向
け
、
静
岡
県

済
生
会
は
、
令
和
2
年
度
か

ら
介
護
専
門
学
校
に
通
う
学

生
に
対
し
、
奨
学
金
を
貸
与

す
る
事
業
を
開
始
し
た
。
対

象
は
外
国
人
も
含
み
、
特
養

の
「
小
鹿
苑
」
と
「
小
鹿
な

で
し
こ
苑
」
で
は
、
卒
業
後
、

当
該
施
設
に
就
職
す
る
こ
と

を
前
提
に
2
年
間
の
奨
学
金

を
4
月
中
に
各
1
人
に
貸
与

す
る
予
定
。

　

背
景
に
は
、
深
刻
な
介
護

人
材
の
不
足
が
あ
る
。
県
済

生
会
は
、
通
年
採
用
の
導
入

や
福
祉
コ
ー
ス
の
あ
る
県
内

高
校
へ
求
人
活
動
を
拡
大
す

る
な
ど
の
取
り
組
み
を
行
な

っ
て
き
た
が
、
こ
こ
数
年
は

採
用
計
画
に
届
か
ず
欠
員
状

態
で
新
年
度
を
迎
え
る
状
況

が
続
い
て
い
た
。

　

そ
の
た
め
早
い
時
期
か
ら

人
材
確
保
を
図
ろ
う
と
、
介

護
専
門
学
校
生
へ
の
奨
学
金

貸
与
を
決
め
た
。
法
人
の
定

款
に
も
公
益
事
業
と
し
て

「
奨
学
金
貸
与
事
業
」
が
正

式
に
追
加
記
載
さ
れ
た
。

　

県
済
生
会
は
将
来
的
に
奨

学
金
貸
与
事
業
を
薬
剤
師
等

に
も
広
げ
医
療
人
材
の
確
保

に
も
つ
な
げ
て
い
く
考
え
だ
。

（
静
岡
支
部
事
務
局

次
長
　
菊
地
　
潔
）

　

済
生
会
唯
一
の
児
童
養
護

施
設
・
川
奈
臨
海
学
園
を
運

営
す
る
静
岡
県
済
生
会
は
4

月
１
日
、「
地
域
小
規
模
児

童
養
護
施
設
わ
か
な
」
を
伊

東
市
に
開
設
し
た
。

　

児
童
養
護
施
設
は
保
護
者

が
い
な
い
、
い
て
も
虐
待
や

貧
困
な
ど
に
よ
っ
て
家
庭
で

養
育
で
き
な
い
子
ど
も
た
ち

の
生
活
を
支
援
す
る
。
平
成

28
年
の
児
童
福
祉
法
の
改
正

で
は
、「
新
し
い
社
会
的
養

育
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
し
て
、
子

ど
も
が
権
利
の
主
体
で
あ
る

こ
と
、
子
ど
も
の
家
庭
養

育
優
先
の
原
則
が
明
記
さ
れ
、

児
童
養
護
施
設
に
も
家
庭
的

環
境
の
整
備
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

　

こ
の
た
め
川
奈
臨
海
学
園

は
新
た
に
地
域
小
規
模
児

童
養
護
施
設
わ
か
な
を
計

画
、
直
線
で
約
5
キ
ロ
の
伊

東
市
鎌
田
地
区
に
開
設
し
た
。

木
造
2
階
建
て
、
延
床
面
積

1
4
6
㎡
。
1
階
は
16
畳
の

リ
ビ
ン
グ
ダ
イ
ニ
ン
グ
と
キ

ッ
チ
ン
、
浴
室
、
職
員
用
の

　

済
生
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

ト
ッ
プ
に
3
月
31
日
か
ら
約

45
秒
間
の
動
画
が
加
わ
っ
た
。

生
活
に
困
っ
て
い
る
人
た
ち

の
世
界
を
モ
ノ
ト
ー
ン
で
表

し
、
薄
暗
い
世
の
中
を
少
女

（
済
生
会
）
が
駆
け
抜
け
て

い
く
と
明
る
く
温
か
く
変
わ

っ
て
い
く
と
い
う
コ
ン
セ
プ

ト
だ
。

　

こ
の
動
画
は
病
院
の
待
合

室
モ
ニ
タ
ー
に
映
し
た
り
、

新
入
職
員
向
け
オ
リ
エ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
な
ど
で
活
用
で
き

る
よ
う
「
な
で
し
こ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
︱
ラ
イ
ブ
ラ
リ
︱
本

部
事
務
局
︱
広
報
室
」
で
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。

　
P
V
4
4
0
万
に

　

本
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
内

の
ペ
ー
ジ
が
開
か
れ
た
回

数
（
Ｐ
Ｖ
）
は
、
20
年
3
月

が
4
4
0
万
件
。
1
年
間
で

約
30
%
増
加
し
た
。
特
に

ア
ク
セ
ス
数
が
多
い
「
症
状

別
病
気
解
説
」
の
疾
病
数
は

3
6
9
件
と
な
っ
た
。

（
広
報
室
）

居
室
2
部
屋
な
ど
。
2
階
に

は
4
・
5
畳
の
個
室
が
4
室
、

5
畳
の
個
室
が
2
室
。
民
間

の
新
築
物
件
を
賃
借
し
た
。

小
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
の

6
人
が
、
当
直
も
行
な
う
4

人
の
職
員
と
暮
ら
す
。

 

3
月
28
日
の
開
所
式
に
は

鎌
田
地
区
の
自
治
会
長
ら
も

参
加
。
影
山
武
司
支
部
長
か

ら
建
物
オ
ー
ナ
ー
の
冨
田
君

子
さ
ん
と
（
株
）
大
成
住
宅

に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。

　
「
済
生
」
5
月
号
に
同
施
設

の
詳
細
が
掲
載
さ
れ
る
予
定
。

（
川
奈
臨
海
学
園

済
生
記
者
　
鈴
木
一
大
）

　
エ
ー
ル
・
ツ
イ
ー
ト
開
設

　

コ
ロ
ナ
対
策
の
一
つ
と
し

て
本
部
事
務
局
の
「
な
で
し

こ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
掲
示

板
」
に
「
エ
ー
ル
・
ツ
イ
ー

ト
」
を
開
設
し
ま
し
た
。
皆

さ
ん
、
ど
ん
ど
ん
ア
ク
セ
ス

し
て
日
夜
、
奮
闘
す
る
職
員

に
エ
ー
ル
を
送
っ
て
く
だ
さ

い
。（広

報
室
、
情
報
管
理
課
）

介
護
専
門
学
生
に
奨
学
金

静
岡
　

職
員
不
足
解
消
め
ざ
し

サ
イ
バ
ー
リ
ス
ク
保
険
に
加
入

無
利
息
で
資
金
繰
り
支
援

全
支
部
・
施
設
の
被
害
を
カ
バ
ー

守
山
市
民
病
院
に
新
館

滋
賀
県
初
の
練
習
ロ
ボ
ッ
ト
も
　

法
人
H
P
に
動
画

各
施
設
で
活
用
を

静
岡
に
は
地
域
小
規
模
児

童
養
護
施
設
わ
か
な
開
設

高
い
医
療
提
供
体
制
と
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

を
目
指
す
。

（
守
山
市
民
病
院

済
生
記
者
　
中
嶋
元
香
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
へ
の
対
応
で
資
金
繰
り

が
悪
化
し
た
施
設
を
支
援
す

る
た
め
、
対
策
本
部
は
緊
急

融
資
制
度
を
設
置
し
た
。

　

通
常
、
施
設
が
運
転
資
金

を
銀
行
か
ら
借
り
入
れ
る
場

合
、
原
則
と
し
て
年
3
回

（
3
、
6
、
10
月
）
に
開
か

れ
る
法
人
理
事
会
の
承
認
が

必
要
と
な
る
。
今
回
の
緊
急

融
資
は
、
そ
れ
を
待
た
ず
に

資
金
不
足
が
見
込
ま
れ
る
施

設
に
対
し
、
銀
行
か
ら
の
借

り
入
れ
が
実
行
さ
れ
る
ま
で

の
間
、
一
時
的
に
法
人
内
で

貸
付
を
行
な
う
。

　

財
源
は
「
経
営
基
盤
強
化

資
金
」
を
特
例
的
に
転
用
す

る
も
の
で
、
支
部
を
経
由
し

て
貸
し
付
け
る
。
詳
細
は
本

部
経
営
管
理
課
ま
で
。

新型コロナ



（
1
面
か
ら
つ
づ
く
）

　
栃
木
県
済
生
会

支
部
長

新
任　

小
林
健
二　

4
・
1

退
任　

近
藤
真
寿　

3
・
31

宇
都
宮
病
院
名
誉
院
長

授
与　

小
林
健
二　

4
・
1

宇
都
宮
病
院
院
長

宇
都
宮
病
院
看
護
専
門
学
校

学
校
長

新
任　

野
間
重
孝　

4
・
1

退
任　

小
林
健
二　

3
・
31

　
群
馬
県
済
生
会

前
橋
病
院
名
誉
院
長

授
与　

西
田
保
二　

4
・
1

前
橋
病
院
院
長

新
任　

吉
永
輝
夫　

4
・
1

退
任　

西
田
保
二　

3
・
31

　
埼
玉
県
済
生
会

鴻
巣
介
護
老
人
保
健
施
設

こ
う
の
と
り
施
設
長

新
任　

金
澤
珠
樹　

4
・
1

退
任　

丹
野
宗
彦　

3
・
31

　
千
葉
県
済
生
会

救
護
施
設
猿
田
の
丘
な
で
し

こ
施
設
長

盲
養
護
老
人
ホ
ー
ム
猿
田
の

丘
な
で
し
こ
施
設
長

新
任　

徳
宿
松
一　

4
・
1

退
任　

大
柳
直
哉　

3
・
31

　
東
京
都
済
生
会

会
長

委
嘱　

高
木　

誠　

4
・
1

解
嘱　

檜
垣
正
巳　

3
・
31

中
央
病
院
名
誉
院
長

授
与　

高
木　

誠　

4
・
1

中
央
病
院
院
長

新
任　

海
老
原
全　

4
・
1

退
任　

高
木　

誠　

3
・
31

中
央
病
院
附
属
乳
児
院
院
長

新
任　

小
寺
政
明　

4
・
1

退
任　

山
中
一
郎　

3
・
31

　
新
潟
県
済
生
会

三
条
病
院
院
長

新
任　

坂
内　

均　

4
・
1

退
任　

郷　

秀
人　

3
・
31

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
長
和

園
施
設
長

新
任　

近
藤　

弘　

4
・
1

退
任　

木
村
善
行　

3
・
31

な
で
し
こ
青
空
保
育
園
園
長

新
任　

大
谷
久
美
子
4
・
1

退
任　

堀
内
恵
子　

3
・
31

な
で
し
こ
ワ
ー
ク
ス
施
設
長

新
任　

北
村
純
夫　

4
・
1

　
石
川
県
済
生
会

金
沢
病
院
院
長

新
任　

荒
木　

勉　

4
・
1

退
任　

横
川
明
男　

3
・
31

　
福
井
県
済
生
会

福
井
県
済
生
会
乳
児
院
院
長

新
任　

橋
本
幸
代　

4
・
1

退
任　

村
田　

実　

3
・
31

　
愛
知
県
済
生
会

愛
知
県
三
河
青
い
鳥
医
療
療

育
セ
ン
タ
ー
長

新
任　

則
竹
耕
治　

4
・
1

退
任　

越
知
信
彦　

3
・
31

　
滋
賀
県
済
生
会

支
部
長

新
任　

杉
本　

徹　

4
・
1

退
任　

山
田
光
二　

3
・
31

滋
賀
県
済
生
会
看
護
専
門
学

校
学
校
長

新
任　

三
木
恒
治　

4
・
1

退
任　

杉
本　

徹　

3
・
31

　
大
阪
府
済
生
会

泉
尾
病
院
名
誉
院
長

授
与　

唐
川
正
洋　

4
・
1

吹
田
病
院
院
長

新
任　

島　

俊
英　

4
・
1

退
任　

黒
川
正
夫　

3
・
31

千
里
病
院
院
長

新
任　

中
谷　

敏　

4
・
1

退
任　

木
内
利
明　

3
・
31

泉
南
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

な
で
し
こ
り
ん
く
う
施
設
長

新
任　

薮
内
良
造　

4
・
1

退
任　

中
脇
一
雄　

3
・
31

　
奈
良
県
済
生
会

奈
良
病
院
名
誉
院
長

授
与　

瀬
川
雅
数　

4
・
1

奈
良
病
院
院
長

新
任　

久
永
倫
聖　

4
・
1

退
任　

瀬
川
雅
数　

3
・
31

　
和
歌
山
県
済
生
会

支
部
長

新
任　

伊
藤
秀
一　

4
・
1

退
任　

長
﨑
靖
彦　

3
・
31

和
歌
山
病
院
名
誉
院
長

授
与　

松
﨑
交
作　

4
・
1

和
歌
山
病
院
院
長

新
任　

川
上　

守　

4
・
1

退
任　

松
﨑
交
作　

3
・
31

有
田
病
院
名
誉
院
長

授
与　

伊
藤
秀
一　

4
・
1

有
田
病
院
院
長

新
任　

瀧
藤
克
也　

4
・
1

退
任　

伊
藤
秀
一　

3
・
31

　
岡
山
県
済
生
会

岡
山
済
生
会
総
合
病
院
名
誉

院
長

授
与　

山
本
和
秀　

4
・
1

岡
山
済
生
会
総
合
病
院
院
長

新
任　

塩
出
純
二　

4
・
1

退
任　

山
本
和
秀　

3
・
31

岡
山
済
生
会
外
来
セ
ン
タ
ー

病
院
名
誉
院
長

授
与　

平
松　

信　

4
・
1

岡
山
済
生
会
外
来
セ
ン
タ
ー

病
院
院
長

新
任　

大
澤
俊
哉　

4
・
1

退
任　

平
松　

信　

3
・
31

吉
備
病
院
名
誉
院
長

授
与　

坪
井
雅
弘　

4
・
1

吉
備
病
院
院
長

新
任　

難
波
洋
一
郎
4
・
1

退
任　

坪
井
雅
弘　

3
・
31

岡
山
済
生
会
看
護
専
門
学
校

学
校
長

新
任　

山
本
和
秀　

4
・
1

退
任　

浜
家
一
雄　

3
・
31

　
広
島
県
済
生
会

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
た
か

ね
荘
施
設
長

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
た
か

ね
荘
こ
や
う
ら
施
設
長

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
ケ
ア
ハ
ウ

ス
安
芸
施
設
長

新
任　

川
上
博
美　

4
・
1

退
任　

神
八
啓
二　

3
・
31

　
山
口
県
済
生
会

介
護
老
人
保
健
施
設
ひ
び
き

苑
施
設
長

新
任　

阪
田
健
介　

4
・
1

退
任　

黒
木
信
善　

3
・
31

　
愛
媛
県
済
生
会

姫
原
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

施
設
長

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
ケ
ア
ハ
ウ

ス
姫
原
施
設
長

新
任　

兼
頭
篤
志　

4
・
1

退
任　

村
上　

正　

3
・
31

　
福
岡
県
済
生
会

二
日
市
病
院
名
誉
院
長

授
与　

間
野
正
衛　

4
・
1

二
日
市
病
院
院
長

新
任　

壁
村
哲
平　

4
・
1

退
任　

間
野
正
衛　

3
・
31

　
大
分
県
済
生
会

支
部
長

新
任　

西
村　

寛　

4
・
1

退
任　

西
田　

敬　

3
・
31

（「
抱
負
」
は
次
号
に
続
く
）

〈
栃
木
〉
宇
都
宮
病
院
／
宇

都
宮
病
院
看
護
専
門
学
校

　

昭
和
29
年
生
ま
れ
。
東
京

都
出
身
。
55
年
慶
応
義
塾
大

学
医
学
部
卒
。
59
年
同
大
学

院
修
了
。
平
成
4
年
宇
都
宮

病
院
循
環
器
内
科
医
長
。
24

年
副
院
長
。
令
和
2
年
4
月

院
長
、
宇
都
宮
病
院
看
護
専

門
学
校
校
長
に
就
任
。

　
「
当
院
は
６
４４

床
の
高
度

急
性
期
病
院
で
、
救
命
救
急

セ
ン
タ
ー
、
地
域
が
ん
診
療

連
携
拠
点
病
院
、
地
域
医
療

支
援
病
院
、
基
幹
災
害
拠
点

病
院
等
の
指
定
を
受
け
、
栃

木
県
中
央
地
域
の
中
核
病
院

と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て

い
ま
す
。
そ
の
役
割
に
恥
じ

な
い
医
療
提
供
と
、
看
護
専

門
学
校
校
長
と
し
て
、
思
い

や
り
の
あ
る
看
護
師
の
養
成

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
」

〈
群
馬
〉
前
橋
病
院

　

昭
和
34
年
生
ま
れ
。
宮
城

県
出
身
。
昭
和
58
年
群
馬
大

学
医
学
部
卒
。
平
成
5
年
前

橋
病
院
入
職
。
10
年
同
消
化

器
内
科
部
長
。
21
年
副
院
長
。

令
和
2
年
4
月
院
長
に
就
任
。

　
「
当
院
は
前
橋
市
西
部
に
あ

る
地
域
医
療
支
援
病
院
で
す
。

昨
年
秋
の
地
域
医
療
構
想
の

病
院
再
編
・
統
合
で
は
、
実

名
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
当

院
は
白
血
病
や
消
化
器
癌
の

治
療
な
ど
特
徴
を
も
っ
た
専

門
病
院
で
す
。
地
域
医
療

構
想
会
議
で
も
類
似
・
近
接

病
院
で
は
カ
バ
ー
で
き
な
い

実
績
を
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
も
地
域
に
な
く
て
は
な

ら
な
い
病
院
を
目
指
し
、
職

員
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
り
ま

す
」

〈
東
京
〉
中
央
病
院

　

昭
和
36
年
生
ま
れ
。
東
京

都
出
身
。
61
年
慶
應
義
塾
大

学
医
学
部
卒
、
同
皮
膚
科
学

教
室
入
室
。
平
成
8
年
中
央

病
院
皮
膚
科
医
長
。
17
年
慶

應
義
塾
大
学
専
任
講
師
（
医

学
部
皮
膚
科
学
）、
22
年
同

准
教
授
、
29
年
慶
應
義
塾
大

学
病
院
診
療
科
部
長
（
皮
膚

科
）
を
経
て
、
31
年
中
央
病

院
副
院
長
、
令
和
2
年
4
月

院
長
に
就
任
。

　
「
今
年
度
か
ら
新
し
く
『
ビ

ジ
ョ
ン
２
０
２
４
〜
新
し
い

１００


年
に
向
か
っ
て
・
日

本
一
の
病
院
力
を
め
ざ
し
て

〜
』
を
策
定
。
実
行
に
向
け

て
、
職
員
一
同
で
精
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。
病
院
力
を

高
め
、
保
健
・
医
療
・
福
祉

の
広
い
観
点
か
ら
あ
ら
ゆ
る

方
々
を
支
え
て
い
く
病
院
を

め
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
」

〈
新
潟
〉
三
条
病
院

　

昭
和
37
年
生
ま
れ
。
新
潟

県
出
身
。
62
年
新
潟
大
学
医

学
部
医
学
科
卒
。
新
潟
大
学

医
学
部
附
属
病
院
、
秋
田
赤

十
字
病
院
、
労
働
福
祉
事
業

団
燕
労
災
病
院
勤
務
を
経
て

平
成
10
年
三
条
病
院
消
化
器

内
科
医
長
。
22
年
診
療
部
長
。

25
年
副
院
長
。
29
年
副
院
長

兼
医
療
安
全
部
長
。
令
和
2

年
4
月
院
長
に
就
任

　
「
当
院
は
昭
和
18
年
に
開
院
。

長
き
に
わ
た
り
地
域
と
の
交

流
を
中
心
に
据
え
診
療
を
行

な
っ
て
お
り
、
地
域
医
療
の

中
核
を
担
う
病
院
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
全
職

員
一
致
協
力
し
地
域
に
貢
献

し
て
ま
い
り
ま
す
」

〈
石
川
〉
金
沢
病
院

　

昭
和
38
年
生
ま
れ
。
福
井

県
出
身
。
昭
和
63
年
金
沢
大

学
医
学
部
卒
、
同
大
学
内
科

入
局
。
平
成
4
年
金
沢
大
学

大
学
院
卒
。
16
年
金
沢
病
院

入
職
。
20
年
診
療
部
長
。
31

年
副
院
長
。
令
和
2
年
4
月

院
長
に
就
任
。

　
「
当
院
は
一
般
、
地
域
包
括

ケ
ア
、
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
、

緩
和
ケ
ア
の
各
病
棟
、
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
居

宅
介
護
支
援
事
業
所
を
有
し
、

金
沢
市
の
西
部
地
域
で
急
性

期
か
ら
回
復
期
、
そ
し
て
在

宅
医
療
と
の
連
携
ま
で
、
切

れ
目
の
な
い
医
療
を
提
供
し

て
い
ま
す
。
済
生
会
の
誇
り

を
持
っ
て
、
笑
顔
で
患
者
さ

ん
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
、
さ
ら
な
る
職
場
環

境
の
改
善
と
経
営
の
健
全
化

を
目
指
し
ま
す
」

〈
大
阪
〉
吹
田
病
院

　

昭
和
34
年
生
ま
れ
。
兵
庫

県
出
身
。
58
年
京
都
府
立
医

科
大
学
卒
業
、
同
大
学
第
三

内
科
（
消
化
器
内
科
）
入
局
。

平
成
8
年
吹
田
病
院
内
科
医

長
、
14
年
消
化
器
内
科
部
長
、

23
年
消
化
器
内
科
統
括
部
長
、

26
年
副
院
長
を
経
て
令
和
2

年
4
月
院
長
に
就
任
。

　
「
当
院
は
終
戦
直
後
の
昭
和

20
年
10
月
に
吹
田
市
民
有
志

の
寄
付
で
旧
吹
田
町
役
場
跡

に
開
設
、
現
在
は
４４０


床

の
地
域
医
療
支
援
病
院
に
発

展
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

急
性
期
医
療
で
高
い
レ
ベ
ル

を
維
持
す
る
と
と
も
に
、
近

隣
の
医
療
・
福
祉
施
設
と
連

携
を
深
め
、
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
が
機
能
で
き
る
よ

う
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま

す
」

〈
大
阪
〉
千
里
病
院

　

昭
和
32
年
生
ま
れ
。
兵
庫

県
出
身
。
58
年
大
阪
大
学
医

学
部
卒
、
循
環
器
内
科
学
専

攻
。
大
阪
警
察
病
院
、
国
立

循
環
器
病
セ
ン
タ
ー
、
米

国
・
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
ク
リ

ニ
ッ
ク
、
大
阪
大
学
医
学
部

教
授
を
経
て
令
和
2
年
4
月

院
長
に
就
任
。

　
「
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
を
有

す
る
当
院
は
、
大
阪
府
が
ん

診
療
拠
点
病
院
、
地
域
医
療

支
援
病
院
、
災
害
拠
点
病
院

で
す
。
今
後
も
全
職
員
が
一

丸
と
な
っ
て
、
質
の
高
い
地

域
医
療
・
救
急
医
療
を
行
な

っ
て
ま
い
り
ま
す
」

奈
良
病
院

　

昭
和
33
年
生
ま
れ
。
大
阪

府
出
身
。
58
年
奈
良
県
立
医

科
大
学
医
学
部
卒
、
同
大
学

第
一
外
科
入
局
。
平
成
元
年

米
国
・
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
大
学

留
学
。
5
年
独
国
・
ハ
ノ
ー

バ
ー
医
科
大
学
留
学
。
奈
良

県
立
医
科
大
学
助
教
授
を
経

て
平
成
18
年
奈
良
病
院
外
科

部
長
。
23
年
副
院
長
。
令
和

2
年
4
月
院
長
に
就
任
。

　
「
当
院
は
奈
良
県
北
部
に
位

置
し
、
急
性
期
・
回
復
期
リ

ハ
ビ
リ
・
地
域
包
括
ケ
ア
病

棟
を
有
し
、
訪
看
と
ケ
ア
プ

ラ
ン
セ
ン
タ
ー
を
併
設
し
て

い
ま
す
。
医
療
・
介
護
・
福

祉
サ
ー
ビ
ス
を
切
れ
目
な
く

提
供
し
、
地
域
住
民
に
信
頼

さ
れ
、
満
足
い
た
だ
け
る
病

院
、
ま
た
職
員
に
と
っ
て
も

働
き
甲
斐
が
あ
り
希
望
の
持

て
る
病
院
を
目
指
し
ま
す
」

〈
和
歌
山
〉
有
田
病
院

　

昭
和
59
年
自
治
医
科
大
学

医
学
部
卒
、
高
野
町
立
高
野

山
病
院
、
大
塔
村
僻
地
診
療

所
、
和
歌
山
県
立
医
科
大
学

病
院
教
授
を
経
て
、
平
成
28

年
有
田
病
院
院
長
補
佐
兼
副

院
長
兼
消
化
器
病
セ
ン
タ
ー

長
。
令
和
2
年
4
月
院
長
に

就
任
。

　
「
当
院
理
念
『
心
の
こ
も
っ

た
良
質
の
医
療
・
介
護
・
福

祉
サ
ー
ビ
ス
を
実
践
し
、
地

域
に
貢
献
す
る
』
を
基
本
に
、

有
田
医
療
圏
に
必
要
な
も
の

は
何
か
、
今
何
を
す
べ
き
か
、

職
員
一
人
ひ
と
り
が
行
動
目

標
を
持
っ
て
、
明
る
く
楽
し

い
職
場
環
境
の
も
と
、
皆
が

一
団
と
な
っ
て
活
躍
で
き
る

よ
う
な
病
院
に
成
長
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
」

和
歌
山
病
院

　

昭
和
30
年
生
ま
れ
。
和
歌

山
県
出
身
。
55
年
和
歌
山
県

立
医
科
大
学
医
学
部
卒
、
同

大
学
整
形
外
科
学
教
室
入
局
。

平
成
4
年
ア
イ
オ
ワ
大
学
脊

椎
診
断
治
療
セ
ン
タ
ー
留
学
。

27
年
和
歌
山
県
立
医
科
大
学

紀
北
分
院
院
長
。
令
和
2
年

4
月
和
歌
山
病
院
院
長
に
就

任
。

　
「
当
院
は
急
性
期
一
般
病
棟
、

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
病
棟
を
有
す
る
地
域
の
中

核
病
院
で
す
。
災
害
・
救
急
・

主
要
疾
病
に
対
応
す
る
た
め
、

地
域
の
拠
点
病
院
、
高
度
急

性
期
病
院
を
補
完
で
き
る
支

援
体
制
を
維
持
し
ま
す
。
医

療
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳
し

い
中
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て

地
域
に
信
頼
さ
れ
る
病
院
を

つ
く
っ
て
ま
い
り
ま
す
」

岡
山
済
生
会
総
合
病
院

　

昭
和
27
年
生
ま
れ
。
岡
山

県
出
身
。
53
年
自
治
医
科
大

学
医
学
部
卒
。
岡
山
県
内
の

地
域
医
療
に
従
事
し
た
後
、

62
年
岡
山
大
学
第
一
内
科
入

局
。
平
成
元
年
岡
山
済
生
会

総
合
病
院
内
科
医
長
、
20
年

副
院
長
、
令
和
2
年
4
月
院

長
に
就
任
。

　
「
当
院
は
平
成
28
年
1
月
に

一
般
外
来
部
門
を
切
り
離
し
、

救
急
と
入
院
に
特
化
し
た
病

院
と
し
て
新
築
移
転
す
る
な

ど
、
急
性
期
医
療
に
重
点
を

置
く
体
制
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
特
性
を
生
か
し
な
が
ら
、

が
ん
診
療
、
専
門
医
療
の
質

を
高
め
、
地
域
か
ら
最
も
信

頼
さ
れ
る
病
院
に
な
る
よ
う

職
員
一
丸
と
な
っ
て
務
め
て

ま
い
り
ま
す
」

岡
山
済
生
会
外
来
セ
ン
タ
ー

病
院

　

昭
和
34
年
生
ま
れ
。
東
京

都
出
身
。
60
年
岡
山
大
学
医

学
部
卒
。
平
成
元
年
岡
山
大

学
医
学
部
大
学
院
卒
。
3
年

岡
山
済
生
会
総
合
病
院
入
職
。

令
和
2
年
4
月
院
長
に
就
任
。

　
「
当
院
は
、
平
成
28
年
1
月

に
岡
山
済
生
会
総
合
病
院
の

外
来
部
門
と
し
て
分
離
、
30

年
9
月
に
同
院
の
80
床
を
地

域
包
括
ケ
ア
病
床
と
し
て
譲

り
受
け
、
岡
山
済
生
会
外
来

セ
ン
タ
ー
病
院
と
な
り
ま
し

た
。
外
来
は
高
度
専
門
医
療

の
提
供
、
入
院
は
在
宅
医
療

の
後
方
支
援
が
当
院
の
使
命

で
す
。
日
々
変
化
す
る
厳
し

い
医
療
環
境
に
岡
山
済
生
会

総
合
病
院
と
共
に
立
ち
向
か

っ
て
ま
い
り
ま
す
」

〈
岡
山
〉
吉
備
病
院

　

昭
和
30
年
生
ま
れ
。
岡
山

県
出
身
。
55
年
岡
山
大
学
医

学
部
卒
、
同
大
学
脳
神
経
外

科
入
局
。
60
年
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
大
学
医
療
セ
ン
タ
ー
留
学
。

平
成
24
年
国
立
病
院
機
構
岡

山
医
療
セ
ン
タ
ー
診
療
部
長
。

30
年
吉
備
病
院
副
院
長
、
令

和
2
年
4
月
院
長
に
就
任
。

　
「
当
院
は
岡
山
市
西
部
に
あ

る
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
病
棟
と
地
域
包
括
ケ
ア

病
棟
を
有
す
る
75
床
の
病
院

で
す
。
基
本
理
念
『
地
域
に

親
し
ま
れ
信
頼
さ
れ
る
病

院
』
を
承
継
し
つ
つ
、
患
者

さ
ん
と
職
員
に
優
し
い
病
院

を
目
指
し
ま
す
。
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
を
核
と
し
た
ブ

ラ
ン
ド
の
確
立
と
医
療
・
介

護
の
連
携
促
進
を
目
標
に
尽

力
し
ま
す
」

〈
福
岡
〉
二
日
市
病
院

　

昭
和
32
年
生
ま
れ
。
大
分

県
出
身
。
57
年
順
天
堂
大
学

医
学
部
卒
、
同
年
九
州
大
学

第
3
内
科
入
局
。
平
成
14
年

福
岡
病
院
副
院
長
、
24
年
福

岡
市
医
師
会
成
人
病
セ
ン
タ

ー
院
長
、
30
年
二
日
市
病
院

院
長
代
行
。
令
和
2
年
4
月

に
院
長
就
任
。

　
「
当
院
は
、
福
岡
市
に
隣
接

す
る
筑
紫
医
療
圏
に
あ
る
唯

一
の
公
的
病
院
と
し
て
急
性

期
医
療
に
貢
献
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
今
年
度
か
ら
『
患

者
さ
ん
の
た
め
、
一
人
ひ
と

り
の
価
値
観
を
尊
重
し
、
信

頼
さ
れ
る
医
療
を
目
指
し

て
』
と
い
う
新
理
念
を
掲
げ
、

医
療
の
質
と
経
営
改
善
を
目

指
し
ま
す
」

海
え

老
び

原
はら

　全
たもつ

野
の

間
ま

重
しげ

孝
たか

荒
あら

木
き

　勉
つとむ

中
なか

谷
たに

　敏
さとし

瀧
たき

藤
ふじ

克
かつ

也
なり

塩
しお

出
で

純
じゅん

二
じ

難
なん

波
ば

洋
よう

一
いち

郎
ろう

島
しま

　俊
とし

英
ひで

久
ひさ

永
なが

倫
みち

聖
よし

川
かわ

上
かみ

　守
まもる

大
おお

澤
さわ

俊
とし

哉
や

壁
かべ

村
むら

哲
てっ

平
ぺい

坂
ばん

内
ない

　均
ひとし

吉
よし

永
なが

輝
てる

夫
お

新
任
施
設
長
の
抱
負


